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愛知県 経済産業局 革新事業創造部
イノベーション企画課

○ 愛知県は、スタートアップをイノベーション創出の起爆剤として位置付け、2018年10月に策定した「Aichi-Startup戦略」
に基づき、中核支援拠点となるSTATION Aiの整備や幅広い支援プログラムの展開によるスタートアップの創出・育成・展
開・誘致を強力に進めてきました。

○ こうした取組を更に発展・強化させ、愛知発のイノベーションを絶え間なく創出していくための新たな仕組みとして、2022年
12月に「革新事業創造戦略」を策定し、「革新事業創造提案プラットフォーム（愛称：A-IDEA）」を構築しました。

○ 「革新事業創造戦略」と本年10月にオープンするSTATION Aiを核として推進する「Aichi-Startup戦略」を両輪として、こ
の地域のイノベーション・エコシステムを形成し、グローバルイノベーション都市への飛躍を目指します。

革新事業創造戦略 Aichi-Startup戦略

２つの戦略を
両輪で推進

「革新事業創造戦略」と「Aichi-Startup戦略」
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スタートアップを起爆剤とした
イノベーション創出

民間提案を起点とした社会課題の解決と
地域の活性化を図る官民連携プロジェクトの

創出によりイノベーション創出
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民間提案を起点とした大胆な発想と事業性を取り入れることが、
社会課題の解決と、地域活性化に必要不可欠です

愛知県の革新事業には

 クリエイティブな発想・創意工夫を大胆に取り入れる必要

 マネタイズの仕組みを持った持続可能性が必要

民間の大胆な発想と事業性を取り入れ、
新しい価値を創造するプロジェクトの社会実装を目指します

なぜ今、民間提案を必要としているのか

革新事業創造提案プラットフォーム「A-IDEA」
ア イ デ ィ ア
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技術・研究シーズ
重点政策分野を中心に

イノベーション創出に資する
技術・研究シーズを登録

支援施策・
提供リソース/イベント等

国や自治体・団体等の
支援施策等をデータベース化

革新事業創造アイディア
重点政策分野を中心に

イノベーション創出プロジェクト
のアイディアを募集

アイディアと技術・研究シーズ、
最適な支援施策でマッチング

産
民間企業

学
大学・研究機関

官
行政

金
金融機関

登録 マッチング結果
フィードバック

A-IDEAは、社会課題の解決と地域の活性化を図るプロジェクトの
創出に向けたアイディアや、技術・研究シーズを募集し、
アイディアの具体化等をサポートするプラットフォームです

A-IDEAの概要
ア イ デ ィ ア
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2022年12月の運用開始から
多くの方々に登録いただいています

登録会員

615者

アイディア

133件

シーズ

260件

2024年９月９日時点

利用者数

提供リソース・イベント

28件

※2023年に機能をリリース

※
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 登録されているアイディア/シーズ/支援施策/提供リソース・イベントの閲覧・検
索ができます

 気になる相手にメッセージを送ることができます

 企業が登録したアイディア・シーズと相性のよいアイディア・シーズ・支援施策・イ
ベントを検索できるため、オープンイノベーションのきっかけづくりに役立ちます

 民間企業が主体となって進める事業については、補助金などにより支援します

（補助金は、３月から４月にかけて募集する予定ですが、アイディアは事前に
登録いただくことが可能です。）

会員登録
１

シーズ/支援施策/
イベントを登録

２

○自治体が行っている支援施策を幅広く知ってもらうことができます

○自治体との協業や、民間同士でのプロジェクト推進ができます

○民間企業同士でのオープンイノベーションに役立てることができます

お願いしたいこと

アイディアを登録
３
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気になる会員にメッセージを送り、共創先を探すことができます

会員登録

メッセージの
送受信

会員登録
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アイディア/シーズの登録は簡単にできます
アイディア、シーズ、支援施策、提供リソース/イベントの閲覧や検索などが可能です

アイディア/シーズを登録

10

（支援機関向け）アイディアの実現を支援するための、
提供リソース・イベントの情報を登録することができます。

提供リソース・イベントを登録
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アイディア/シーズ、官民連携プロジェクトの事例などを紹介するイベントを開催し、
プロジェクトの具体化や会員同士の交流を促進します

イベント等への開催
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民間からの提案を起点として、
社会課題の解決と地域の活性化を図る官民連携プロジェクトを創出し、

世界に輝く国際イノベーション都市づくりを目指します
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官 民 共 同
○ 官民共同の事業

主体を構築

行 政
○ 民間の知見や

ノウハウを導入

○ 行政が取組
を後押し

革新事業創造
事業費補助金
による支援など
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イノベーション創出に向けて
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「革新性」「必要性」「共創性」「実現性」「インパクト」の
５つの視点に沿って革新事業を選定します

優れた提案の選定

○ 株式会社プロドローン(天白区)から提案のあった「空と道がつ
ながる愛知モデル2030」を2023年3月に採択

○ 5月に「あいちモビリティイノベーションプロジェクト」として立ち上
げ、関係者と連携協定を締結

14

A-IDEA発の官民共同プロジェクト

○ 2023年11月に株式会社中日新聞社(中区)から提案のあっ
た「あいちスポーツイノベーションプロジェクト」を採択

○ 2024年6月にプロジェクトの推進母体として、「あいちスポーツ
イノベーションコンソーシアムAiSIA(アイシア)」を設立

㈱プロドローン、㈱ジェイテクト、名古屋鉄道㈱、
㈱SkyDrive、㈱テラ・ラボ、VFR㈱、愛知県

好循環の実現

柱２ 次世代空モビリティ産業の基幹産業化
（供給力の強化）

国内外の需要を愛知県内に取り込み、産業拠点としての機能を強化

柱１ 空と道がつながる新しいモビリティ社会の実現
（需要の創出）

革新的ビジネスモデルの国内外への横展開による需要の拡大

プロジェクトチームメンバー コンソーシアム会員
スポーツチーム、競技団体、大学等教育機関、
経済団体・支援機関・観光団体、企業等、行政機関

計70団体以上

あいちモビリティイノベーションプロジェクト あいちスポーツイノベーションプロジェクト

【柱①】
スポーツ産業をささえる

人材の育成

【柱②】
アスリート・スポーツチームの

価値向上

【柱③】
スポーツと他産業の融合

マネジメント人材の育成、スポーツ
産業の高度化を担う人材の育成

など

スポーツ事業の高付加価値化、
スポーツのブランド化 など

オープンイノベーションを通じた他
産業の高付加価値化、スポーツを
通じた地域課題の解決 など
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プロジェクト名提案者名

愛知県全体を美術館にする「ボーダレスギャラリーあいち」
プロジェクト

(株)IDEABLE WORKS
（京都府京都市）

1

プライバシー保護された病院間データ連携ネットワーク構築(株)Acompany
（名古屋市西区）

2

製造業の課題解決・効率化を実現するデータ分析・
モデリング技術の活用及び生産条件最適化プラットフォーム
の提供

(株)Quastella
（名古屋市西区）

3

アップサイクルに特化したデータプラットフォームサービス
～オリジナルＢＯＸからシェアリングサービス～

(株)JOYCLE
（名古屋市中村区）

4

中継輸送ハブ・プロジェクト愛知(株)スペース
（蒲郡市）

5

正確かつ効率的な森林の情報把握ソリューションを用いた
多層的な森林価値創出プロジェクト

(株)デンソー
（刈谷市）

6

高齢者のフレイル予防のための即時尿検査キットとアプリを
活用したサービス開発

(株)ユーリア
（名古屋市西区）
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2024年6月17日
革新事業創造戦略会議

→優れた提案を選定

2024年7月2日
革新事業として採択

→補助金の交付を決定

2025年5月末
補助金支払

2024年3月14日～5月14日
提案・申請受付
（55件の提案・申請を受理）

2024年度に採択した革新事業（＝補助金交付先）一覧 ＜五十音順＞

2025年3月20日
補助事業終了

○ A-IDEAに登録された民間主導プロジェクトのうち、「革新事業」として採択したものについて補助金により具体化を後押し
○ 2024年度は7件の優れた提案を採択し、補助金を交付決定
（予算額5,000万円、補助額上限1,000万円、補助率：中小企業者等 2/3以内、大企業・その他団体 1/2以内〔予算の範囲内で交付〕）
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民間主導プロジェクト：革新事業創造事業費補助金

○令和６年８月９日付け６イ企第52号で、「革新事業創造提案プラットフォーム「A-IDEA（アイディア）」の活
用等に係るアンケート調査について」を実施。
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【参考】市町村アンケート結果

（１）調査対象
愛知県内全市町村：54団体（企画及び産業担当部署）

（２）調査方法
Excel調査票をメールにて送付・回収

（３）回収状況
46団体から回収（回収率85％）

（４）調査期間
令和６年８月９日～８月30日

（５）調査内容
・ 官民連携の状況と課題等について
・ A-IDEAの認知度について
・ A-IDEAの今後の活用について
・ 官民連携に係る県の役割について
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【参考】市町村アンケート結果

問２ 官民連携を実施していく上で、課題や障壁となった事由はありますか。

→ 「予算の確保が困難」や「職員のマンパワー不足」といった自治体の体制・予算関係の障壁があるほか、「提示する課題の抽出
がうまくできない」や「連携先の民間企業の情報不足」などの課題の見える化・連携先の情報収集に課題があると回答。
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【参考】市町村アンケート結果

問７ A-IDEA内で実施してほしい周知の機会・イベントはありますか。

→ A-IDEAで今後実施してほしい取組として、「自治体同士が交流・意見交換できる場の提供」や「官民連携の進め方等に関す
るセミナー・ワークショップ」の開催など、自治体同士の横のつながりが創出できるイベントが望まれている。
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【参考】市町村アンケート結果

問８ A-IDEA内での市町村等と民間企業・大学等とのマッチングにあたり、県が運営するプラットフォームにあると良い機能や
取組はありますか。

内容

他自治体の取り組みについてキーワード等により検索できる機能

同じ課題を持つ市町村において協力して公民での課題解決を図ると効果的なケースもあると考えられることから、他市町村の課題が共有できる
機能。

実際に連携を行った自治体の協定やスケジュール等を共有・閲覧できる機能があると、事務負担が軽減される効果が期待できる。

民間企業のソリューション・アイディア等を発表していただき、市との個別マッチング会の機会を定期的に設けてほしい。

他自治体の事例を参照するために、課題解決の事例を検索できる機能や先進的な事例を紹介する配信。

民間企業・大学等の中にNPO等市民活動団体も加えていただきたい

マッチングに制約のある自治体の課題解決

自治体の地域課題の掲載のみならず、民間企業発信による地域課題解決が見込まれる事例も掲載いただき、検索できる機能。

など

→ A-IDEAに「他自治体の取組が共有できる機能」や「民間企業からの提案による官民連携プロジェクトの取組が共有で
きる機能」などの意見があり、先行事例が検索できる機能があると良いと考えられている。
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【参考】市町村アンケート結果
問９ 市町村等と民間企業・大学等とのマッチングにあたり、県に期待する役割はありますか。また、官民連携を取り組む上で知り

たい情報などありますか。

内容

各市町村の各部署における課題抽出の手助けとなるよう、実際に解決に至った各市町村担当にとって身近な事例について共有いただきたい。

マッチング後も定期的に助言・アドバイスなどの支援をしてほしい。官民連携について、他の自治体の取組状況など詳しく知りたい。

県との関係が深い組織（愛知県後期高齢者医療広域連合、愛知県医師会、愛知県都市整備協会など）との調整などのマッチング後の
継続したサポート。

費用面での支援、事業を進めていく上での伴走的なサポート。

先行事例について、今後官民連携を推進する自治体の参考になるように横展開をしていただきたい。

大規模な官民連携事業ではなく、小規模な自治体でも取り組むことが可能な、最小の経費で最大限の効果を発揮した好事例を知りたい。

県の方で、各市町村の課題を確認し、モデル事業として、企業・大学を選定し、補助を加えた上で事業化してもらいたい。

市町村の補助制度の周知。

自治体と企業の交流会の実施等マッチングの場の提供。マッチング実績のある自治体の事例紹介。

官民連携を実施した際の進め方などの相談体制の整備。

など

→ 官民連携に係る県の役割として、「官民連携の進め方の研修」や 「他自治体の事例共有」、「民間企業等とのマッチ
ング後の継続的な支援」などの意見が多く、先行事例の横展開や課題の見える化から連携以降の支援までが求め
られている。
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A-IDEAの今後の方針（想定）

【官民連携の主体の側面】
• 社会課題（または地域課題）の見える化や他自治体の取

組事例を紹介する研修・ワークショップ等の開催

• 自治体の社会課題・地域課題を民間企業へ発信

• 自治体と民間企業の交流の場の提供

【支援機関の側面】
• 自治体の様々な支援施策、実証フィールド、イベント等をA-

IDEAに登録いただき、民間企業の活用を促進

• A-IDEAに登録されている民間提案と自治体とのマッチング

促進

• 今後A-IDEAにおいて、自治体が抱える社会課題（または地域課題）を解決する官民連携プロジェクトの創出に向けた支援を
検討していきます。

• また、産学官金の連携をさらに強化していくため、支援機関として各自治体の支援施策等も充実させていくことで、官民連携の
促進につなげていきます。

2024年10月のオープンに向け整備中

22

日本最大のスタートアップ支援拠点 「STATION Ai」
エーアイ

21
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※イメージ図

「Aichi-Startup戦略」
（ 2024年4月末時点）

21行政機関６学識者

17大学

海外の先進スタートアップ・エコシステムとの連携 あいちスタートアップ・エコシステム
愛知県が連携・連携を目指すスタートアップ支援機関・大学

○ 2018年、国に先駆けてスタートアップ・エコシステム形成に向けた「Aichi-Startup戦略」を策定（毎年度改定）
○ 日本最大のスタートアップ支援拠点「STATION Ai」を、ソフトバンク(株)とともに整備・運営（2024年10月開業）
○ 愛知県が有する海外の先進的なスタートアップ支援機関や大学とのネットワークと、ソフトバンク(株)が有する

世界的なネットワークを融合させ、世界有数のスタートアップ・グローバルコミュニティを形成

217企業

27金融機関

33団体

・宿泊施設/フィットネスジム

・スタートアップ、パートナー企業、
海外スタートアップ支援機関
向けオフィス

・テック・ラボ/あいち創業館
・託児施設/カフェ・レストラン

メ
イ
ン

サ
ブ

◆ビジョン
『すべての人にスタートアップのワクワクを』

◆機能構成

・ 事 業 者 STATION Ai(株)
・ 設置場所 名古屋市昭和区鶴舞
・ 延床面積 約23,600㎡（7階）〔日本最大〕
・ 利用者数 1,000社〔日本最大〕

◆施設・事業概要

STATION F
INSEAD
パリ市

Paris & Co
IMT Atlantique

Bpifrance
オーヴェルニュ・

ローヌ・アルプ地域圏

清華大学
（Tusホールディングス）

上海交通大学
浙江大学

シンガポール国立大学

テキサス大学
オースティン校

イスラエルイノベーション庁
Start-Up Nation Central
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「STATION Ai」(2024年10月オープン)

合計321者

NRW州

慶尚南道

「STATION Aiプロジェクト」

「STATION Ai」
(2024年10月オープン)
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2024年10月のオープンに向け整備中
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施設概要

会員区分・入居タイプ
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パートナー企業スタートアップ

セキュリティが確保され
活動の拠点としやすい個室

自由に使え独自の活動がしやすく
オープンで交流しやすい固定席

偶発的な出会いが生まれる
日本最大級のコワーク
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https://a-idea.jp/

サイトへのアクセス

Aichi-Startup推進ネットワーク会議ポータルサイト
https://www.aichi-startup.jp/

STATION Ai (株) HP
https://stationai.co.jp/
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